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 デジタル化された今日のビジネスにおいて、IT 組織はかつてない速度でのサービス提供を求められています。しかし、複数のオペレーティ
ングシステム (OS) で構築された IT 環境は複雑でプロビジョニングにも時間がかかり、ダウンタイムの増加やセキュリティおよびコンプライ
アンスに関するリスクにもつながります。

 この 8 つのアプローチを採用して、IT の複雑さを軽減してビジネスアジリティを向上させ、セキュリティ重視を強化し、スキルギャップを
解消して運用効率を向上できる、標準運用環境 (SOE) を実装しましょう。

1	  標準化戦略を決定する
 標準化の主な目的は、IT 環境内の一貫性の向上と複雑性の
低減です。組織に適したアプローチを決定すると、運用の効率
化と生産性の向上を実現できる、運用手順の単一の標準セット
を作成しやすくなります。

2	  IT 資産を継続的に文書化する
 文書化により、IT 環境の動作に関する重要な記録を残すこと
ができます。IT 環境の理解が十分でない場合、機能停止や移行
の失敗につながり、修復にも長時間を要してしまいます。標準化
することで、組織に必要な文書化が単純化され、重要なステップ
を効率的に見つけて従うことができます。

3	  標準化と柔軟性のバランスを考
える

 継続的なビジネスの要求に応えていくためには、IT の柔軟性
が欠かせません。IT 環境の標準化には多くのメリットがありま
すが、あまりに標準化しすぎてしまうと柔軟性やアジリティに悪
影響が及びます。適切なバランスを見つけるには、慎重な分析と、
妥当な数のコア構成を開発する必要があります。

4	  IT 環境を自動化する
 管理タスクを自動化することで、新しいリソースやサービスの
プロビジョニングにかかる時間と労力を削減することができます。
管理タスクから解放された IT スタッフは、イノベーションに時間
をかけられるようになります。その結果、新しいアプリケーション
の展開のタイミングが改善されるほか、セキュリティやコンプライ
アンスにかかわるリスクの低減やコストの削減が実現します。 
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 標準化は、柔軟で効率的な IT のための重要な戦略です。Red Hat® Enterprise Linux® などのエンタープライズ向けオープンソース OS を
中心として構築された SOE は、インフラストラクチャの複雑さの軽減、ビジネスアジリティの向上、セキュリティの重視、スキルギャップの解
消、運用効率の獲得に役立ちます。

 IT 標準化がどのように役立つか、こちらをご覧ください。

5	 構成ミスを封じ込める
 構成ミスは、手順や標準を適切に実装または伝達しなかった
り、正しく従わなかったりした場合に発生します。SOE は一貫性
を促進し、IT 運用全体にポリシーを適用することで構成ミスが
広がらないようにします。明確な構成ポリシーがあると、セキュリ
ティおよびコンプライアンスのリスクが軽減され、ダウンタイム
の最小化に役立ちます。

6	 システム障害に備える
 サービスの設計にレジリエンシー (回復力) を組み込んで実
装することで、システムの障害による影響を緩和できます。回復
力のあるサービスを SOE で実行することで、保護性能はさらに
高まります。システムの一貫性が向上し、複雑さが軽減されると、
運用上の遅延のリスクやセキュリティ問題が削減され、リスクや
問題が発生した場合でも効率的に管理する能力が向上します。

7	  変化する要求に合わせて動的
にスケーリングする

 静的なインフラストラクチャでは、高まる要求に対応できま
せん。しかし、ピーク時の要求に合わせてオーバープロビジョニ
ングすると、予算が圧迫されます。SOE により、環境上でリソー
スを動的にスケーリングできます。基盤が共有されるので、シス
テムを複数のアプリケーションに割り当てることができます。こ
れにより、費用を削減しながらより効率的なインフラストラク
チャを維持できます。

8	  階層化された戦略でセキュリ
ティ重視を強化する

 IT 環境全体にわたって階層的にセキュリティを実装すれば、
侵害に対する強度が高まります。SOE ではシステムのばらつ
きが少なくなるので、保護が単純化されます。このことから、セ
キュリティ対策を実装してセキュリティ・ソリューションを統合す
る方法が単純化され、IT 環境への制御力が増し、最新のセキュ
リティパッチでシステムを最新状態に維持するプロセスが効率
化されます。
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